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第二期長臆
`県

教育振興基本計画成果指標

未達成状況調査票 ‐

(令和元年度分)i    :

長踏県教育委員会



O 我が国の伝統や文化にういて理解と愛情のある児童生徒の割合・・・・・ ●●● 1

0 郷土長崎への理解と愛情のある児童生徒の割合・・・・・ 0● ●●|● ●P● ● 2

0 夢や憧れがある児童 (可 学ヽ校)及び夢の実羽に向けて行動している生徒
(中 学 校 )の 割 合 ・ |・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

● ● ● |● ● ● |● ● ● ● ● ● ● |● ●
 3

0 中学校卒業時に英検3級程度以上の英語力を持つ生徒の割合・・・ ?・ ・ ●
`・ 4

〇 授業中に iCTを活用して指導できる教員の割合 (小・申・高)・ ・・・ う|・  5

ICTを活用して学習に取り組むことのできる子どもの割合 (小・ 中学校)・・・ 6

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における全国平均以上の種目

人的ミスによる食物アレルギー事案の発生件数

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

７

　

　

８

　

　

９不 登 校 児 童 生 徒 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

超過勤務が月80時間を越える教職員の割合 (小・中学校)

O 「子どもへのメッセージ」の実現に向け〔学校・家庭・地域が■体となつて

取組を行つたと自己評価する学校区の割合 ・・ と・・ .● ...● ●●●●●1

O 社会教育関係者の資質向上を図る研修会受講者数・・・・・ ●ゃ 0● ●●●● 12

〇 祭りや演奏会など地ヅ文イしや伝統琴能を活かしたイベントに出演または参加

l心 ,● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  13した人の割合・ !・・・・ ●・ |・ ・ ●

10

O 週に1回以上スポーツをする県民め割合・ `・
う。●:● ●|・ ・・・・ ●● 14



第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課 (室う名    義務教育課

※ Rl目様値に対する達成状況は達成率により区分!【 O】達成≧100%、  1000/る >【△】概ね達成≧909も 、 90,も >【X】未達成

基本的方向 1
お、るさと長崎への愛着と誇りを持ち 地域社

▲
Д や 産業を支え、国際

社会 の 発展 I 貢献しよつとする態度を育み ます

施策の展開 ふるさと教育の推進

我が国の 伝統や文 fヒに つ しヽて理解と愛情のある児 里 生徒の割合
指標名 1

関係事業名 郷土学習資料作成事業 「 しま」体験活動支援事業

基準値
(年度 )

Rl
目標値
(A)

Rl

実績値
(B)

Rl目 標値に
対する達成状況

(B/A)

′  R5
最終日標値

77.40/o

(H29)
100% 77.8%

X

(77%)
100%

目

むことがより重要になつてくる。

■R2年度の取組(従来の取組の充実・改善、新たな取組、最終日標達成に向けての更

なる取組等)

るといの 内 のO
充実を図る。育実践事例を紹介し、各学校における取組の
に、ふる

― l一



基本的方向 1
ふるさと長崎への愛着と誇りを持ち、地域社会や産業を支え、国際
社会の発展に貢献しようとする態度を育みます

施策の展開 ( 1 ) ふるさと教育の推進

指標名 2 郷土長崎への理解と愛情のある児童生徒の割合

関係事業名 郷土学習資料作成事業、「しま」体験活動支援事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名    義務教育課

※氏1目 標値に対する達成状況は達成率により区分:【 O】達成≧10o%、 100%>【△】概ね達成≧99暁、 9o%>【 X】未達成

■目標値の設定根拠

すべての小中学校において、社会科や総合的な学習の時間等の教育活動を通じて、長崎県や
自分の住む地域について学び、長崎県民として誇りを持ち、生涯にわたつて郷土を愛し、大切に
していこうとする態度の育成を図るため、100%を 目指す。

■Rl年度の主な取組

O中学生用の副読本『ふるさと長崎県」を改訂し、各学校や関係機関に配布した。地理的分野E

歴史的分野P公民的分野Bナガサキトピックス「資料編等で構成されており、主な改訂内容として、
「ナガサキ トピックス『SDGs未来都市』壱岐市の取組」、「『しま』は長崎県の宝Wシリニズ9～壱
岐市～」などを新規に掲載し、金編にわたり数値等の修正を行うた。
O活用については、社会科や総合的な学習の時間での資料としての活用や、朝読書での活用な
ど、各学校での活用の工夫が図られている。
O「しま」体験活動支援事業についてはtしまの魅力を広く伝えるため、毎年実施校から聞き取っ
た活動内容をまとめ、各学校や旅行業者に情報提供を行つた。

■負電年度夏標値が達成できなかつた要因分析

O各小申学校においては.社会科や総合的な学習の時間などで郷土学習資料等を用いて我が
国の伝統や文化、郷土長崎に関する学習が確実に行われている。    :

晟翡説塁減ぜ留写憲i!整勇切弱雷黎翠寵が著霧喜義憂迭浄
ことから、一定の成果は見られるが、日標1吉LI連

「でなく、ふるさとの未来を創るという主体性を育
むことがより重要になつてくる。   :

基準値
(年度)

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標値に

対する達成状況
(B/A)

R5
最終日裸値

82.30/o

(H29)
100% 82.7%

X

(82%)
100%

し、各学校においてさらなる効果的な活用を促す。
ふるさと教育とキャリア教育をつなげた「ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業」を実施

し、学校が地域と連携日協働し、ふるさとを活性化しようとする探究的な学習の充実を目指す中
で、「お、るさと長崎県」の効果的な活用を各学校に促すj

」の に 、 用 し
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名    義務教育課

※ Rl目標値に対する達成状況は達態率により区分:【 O】達成≧100%、  100%>【△】概ね連成≧90ワる、 90%>【 X 】未達成

基本的方向 1
さと長崎ヘの愛着と誇りを持ち、 会や産業を支え、国際

社会の発展に貢献しようとする態度を育みます

施策の展開 (2) キヤリア教育・職業教育の推進

指標名 4
夢:や憧れがある児童 (

生徒(中学校)の割合
小学校)及び夢の実現に向けて行動している

関係事業名 ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業

基準値
(年度 )

Rl
目標値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標1盲Lに
対する達成状況

(B/A)

R5
最終日標値

80.90/o

(H29)
100% 80.0%

X

(80%)
100%

ことを目指す。
た

己
00γoI1 るてし い 生 割合を すの け向 行動 る 徒のてび夢 実現がある児童及し め 夢て る や憧れ

― フ こま

めのムフつ
てめレット とは 取組の 況を状 )末 拠 点校年度しと 定て指 し 研究を進めたを拠点検

県内全地域に発信した。

える。一方、令和矛年度の新規事
る拠点検の実践が、

´
県下I子広まる

に

た小学生
する

る実績値を残した
るキヤリア教育充 :こは時間を要したため

て し
1 国平

考え自て 適らの 性等を% 伴つ70.5 であ 成長 Iは〔生 る。/o83.8 中は値の全国答し
3年間続 サて8割を超の でヽ よう 中なそつ 定数存在子供が一t むり て悩来になるよつ 将

「 化る 活性業であ ふるさとをとは成果と言え

けにお」実事業
こは至らなかつた。

■R2年度の取組(従来の取組の充実T改善、新たな取組、最終日標達成に向けての更

なる取組等)

こお け
が各地区で研究発表
ふるさと教育とキヤリにた

区 88J
▲

=研究の を推のため発ロ グフし、や 学習 ム 開
アォィラム「 フ を開」新もととるを実施す

の る浸透を育教 付 の意義を結び サた教育
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基本的方向 1
ふるさと長崎への愛着と誇りを持ち、地域社会や産業を支え、国際
社会の発展に貢献しようとする態度を育みます

施策の展開 (3) ゲ甲とバル化に対応した教育の推進

指標名 6 中学横卒業時に英検3級程度政上の英語力を持つ生徒の割合

関係事業名 長崎県学力調査実施事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課(室)名    義務教育課

※ Rl目標値に対する達成状況は達成率により区分:【 O】達成≧1000ノ6、 100%>【 △】概ね達成≧90%、 90%>【 X】未達成

■R2年度の取組(従来の取組の充実田改善、新たな取組、最終日標達成に向けての更
なる取組等)    、

「英語教育ボトムアップ事業」2年目を迎え、小学校英語の充実はもとより、中学校英語に係る栗
語指導力向上研修 (TOEIC受験)や検証改善委員会「学力調査検討委員会 :学方向上に係る学
校訪間を実施し、中華検英1語科教員の指導カュ英語力向上に取り組んでいる。また、R3年度か
らの新規事業においては、中学校英語科教員に焦点を当てた取組を展開し、中学校英語科にお
ける授業改善を図り、中学生の英語力を向上させる。        i

■Rl年度の主な取組

「小学校からの英語教育ボトムアップ事業」1年目生して①英語教育推進協議会②イングリウ
シュBサポートキャンプ③イングリツシュツ フヾォーマンスコンテスト④英語指導方向上研修(ToEIC
受験)⑤RISE UP ENOLISHの 活用及びスペリングコンテストを実施した。中でもイングリッシユ,サ

ポニトキやンプは美語指導経験の少ない小学校教員向Iサの研修であり、新学習指導要領移行鶏
において効果的であつた。  「

基準値
(年度)

Rl
目標 値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目 標値に
対する達成状況

(B/A)

R5
最終 目標値

38.80/o

(H29)
50% 41.6%

X

(33%)
60%

)以上の中 60%とついて、国の

設定されている。

CEFR Alレベ

リフシュLキャンプ」を実施し、中学生に英語学習の楽し携 味わわせることについては一定の成
果を見た。一方、中学校英語科における授業においては、4技能をバランスよく育成したりt英語
で授業を行うことを基本としたりするなど、新学習指導要領の求めに対して、改善が必要である。

Ⅲて、) レヤで の ツ
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課(室)名 義務教育課日高校教育課

※ Rl目標値に対する導成状況は達成率により区分:【 0】導成≧1000′と、 100%>【△】概ね達成≧90%、 90%>【 X 】未達腕

基本的方向
の資質 H能力を育み、‐人T人社会の変化に主体的 I 関わるため

の可能性を伸ばします

施策の展開 (3) 育の推進

指標名 18 授業中 用して指導できる教員の割合 (小重中日高 )

関係事業名 教 等教育指導費

基準値
(年度)

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値

(甲 )

Rl目 標値に

対する達成状況

(B/A)

R5
最終目標値

77:29る

(H29)
800/o 70.5%

X

(38%)
90%

80

■Rl年度目標値が達成できなかつた要因分析

に

た
が実施して
に見直され 平成30年度には69,7%と落ち

1%へ落ち込み、令和元年度
とができなかつたるこ卜上昇したと04ポイン

ヽ のしICT活R の 用り
しヽ 内 よが り 度査 お て その 間質 容で 平 度成30年し あり調査のものるヽ国は、

均平 よ 成29年度平 76.6%か ら国全の結果 tそものな
70..2%から平成30年度成20平 雇電77年ても同様I込み 県 しお

の のも 目標値を達成すは70.50/6

したりに関す 換したこおした
ン

に

イン
ンツオンライン会

ことができ
議等を行うコミ三ニケーショ
グループを開設し、学校間

こ努め

しのて 人GIGAス ′
りヽ を紹介事例用 情報をる 先行交て は ICT活の教員中学校 f′よヽの め

オけの研修会を1 f し定 た教 向の 徒 人
ム
ロ 末を想端 員童生そ 他 児た実施し月を9る協議会す

るであ予る 定形 式両 で実施すフ 実地の
卜やファ ル の 有共し て チヤッ イお は 、学校高等

ので 相るるすして 員全教 換が情報交し るヽレ′ 活の 推進用 を
上 た し向のの 用ICT活 力能よ 教り 員互支援



第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課(圭)名    義務教育課

※ Rl目 標値に対する達成状況は達成率により区分:【 O】達成≧109%、  100%>【 小】概ね達成奉90%、 90%>【 X】本達成

基本的方向 2 拷寄亀蓬箸悟き瞥 甲わるため?守耳:能々々亨‐■ヽ下本T今
施策の展開 (3) 情報教育の推進

指標名 19 ICTを活用して学習に取り組むことのでをる子どもの割合(小 B中学校)

関係事業名 教科等教育指導費

基準値
(年度)

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標値に

対する達成状況
(B/A)

R5
最終日標値

69,70/o

(H29)
100% 69.6%

X

(69%)
100%

学習の基盤となる資買T能力」と位置付けられるなど、Sbhety5.0時代に対応し、ICT
を効果的に活用していくことが求められており、最終日標値を100%と設定していると

い て . 用 力」

等と

の 力

■Rl年度の主な取組

O小学校プロ 地区別研修会において、本県独自に作成した「長崎県小学校プログ

ラミング教育スタートブック」を活用した研修を行うとともに、授業における実践例等の紹介や模擬
授業を通して、ICTを活用したプログラミシゲ教育の研修会を実施した。   :
0各市町にI面環境整備の必要性を認識してもううため、プ歯ブラミング教育地区別研修会にお
いて、プログラミング教育のみならず、各教科等における教員や児童生徒によるICT活用の重要
性を指導したと 二.   ―  ‐ !:: |   ‐  :  |      :f

■Rl年度目標値が達成できなかった要因分析

パソコンの整備については、市町によって差があるもま
数に限りがあるため、児童生徒の活用時間を十分に確

′ こついて I

■R2年度の取組 (従来の取組の充実口改善、新たな取組、最終日標達成に向けての更
なる取組等)

OR2年度中に前倒しされたOIGAスクール構想の実現に向け、国の補助制度等を活用し、各市
町が今年度中に「1人1台端末」を整備できるよう支援を行う。
0タブレウト端末を迅速に行うための共同調達に向け、各市町と仕様について協議し「長崎県推
奨モデル」を提示した。  i
O端末等の整備とその活用に向け、各市町と情報交換や先行事例を紹介する協議会を実施し
た。|また、教員向けの啓発や学習支援ソフトの活用研修をオンラインで実施する予た。
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課(室)名    体育保健課

※Rl自標値に対する達成状況は達成準により区分:【 O】達成≧100%、  1000ノ6>【△】概ね達成≧90雅 、 99%>【 X】未達成

3 人 を りよく きるため の豊かな と健やかな体を育 ますみ,い生よ生基本的方向

(5)施策の展開

全 国体 運動能カ 運動習慣等調査 I る全 国平 均 以上の種 目こおけ力33指標名

関係事業名

基準値
(年度)

Rl
目標 値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標値に

対する達成状況

(B/A)

R5
最終日標値

18種 目
(H?9)

全種日(34種目) 19種 目
X

(55勁 6)
全不重目(34種目)

の

た

践セミ
た

ヽ ナニセミし

の領導要た ま 学習を行っの
上 開ナ■の親子体 向力 実

る取組を行つす
改
催

つ し て

しくはレベ ルもと同

弓き続め
△
守 後も

しヽが 動つな 力強る

■R2年度の取組(従来の取組の充実B改善、新たな取組、最終目標達成に向けての更

る取組等)
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基本的方向 3 人生をよりよく生きるための豊かな心と健やかな体を育みます

施策の展開 (7) 食育の推進と学校給食の充実

指標名 38 人的ミスによる食物アレルギー事案の発生件数

関係事業名

基準値
(年度)

食物アレ′ 費

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標値に
対する達成状況

(B/A)

R5
最終日標値

(眺 )
0件 7件

X

(0%) 0件

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名 体育保健課

※Rl目 標値に対する達成状況は達成率により区分:正 0】達成≧100魂、 loo勇 >【▲】概ね達成≧90'と 、 96勇 >【 ズ】未達成

■目標値の設定根拠

おいて食物アレルギーでの事案は起こしてはならないと考え、目標値は0件としている。

■Rl年度目標値が達成できなかった要因分析

■R2年度の取組(従来の取組の充実口改善、新たな取組i最終日標達成に向けての更
なる取組等) ●   .
日本課が主催している教職員を対象とした食物アレルギー対応研修会において、食
についての理解と対応に対する意識の向上を行うとともに、各学校の食物アレルギー対応マ主ュ
アルの連守について再度周知しt検内の情報共有、保護者との連携及びt担任や養護教諭、栄

翻 事異環義諄濯よ籍息
=饂

  認 瑶騒腑 。
今後の対策等について指導しt市町立の学校においては、市町教育委員会と連携し情報を共有
しながら指導を行つていく。

た

の
ヽつ し ても

試行を力田
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課(室 )名   児童生徒支援課

※ R,1自 標値に対する達成状況は達成率により区分:【 O】達成≧100%、  1909る >【△】概ね達成≧90%、 96%>【 X】未達成

基本的方向 4 子どもの学びを支える魅力ある学校づくりを推進します

施策の展開 ( 1 ) 生 ・教育相談体制の充実

指標名 41 不登校児童生徒数

関係事業名 クールカウンセラー活用事業、スクールソーシヤルワーカー活用事業

基準値
(年度 )

Rl
目標 値

(A)

Rl

実績値
(B)

Rl目 標値に

対する達成状況

(B/A)

R5
最終日標値

1,788人

(H29)
1,20人以下 2,163人

X

(0%)
1,600人以下

ためた

したることができ

27児りの設目
のH29年度3 の が 1 であつ.30/o.40/c1 去 年間 平均.20/o で過28 1は H29年 は度年度年度とH

定設る つよ 標値を目1 30 少させ年 .3%(約 人)減毎を基I

上(ヵゥンセリングリーダー養成研修講座等の各種研修会)

コーディネーター研修会

q      
あSSwの画己置や酋と置を希望する学校へのSёあ画己置

O相
諦幕晏鍵速葉亀ダィャル (親子ホウト;孝ン)、 メール相談、SNS相談「スクールネッド@1云え

ン セ

の

応 向力よる対

フ
~

クース ルカウ

んば長崎」

ていなし|。

さらに「体むことも時には必要である」や「そこまで無理して学校に行く必要1まない」など保護者

や子どもの登校に関する考え方の変化が解決の難しさ:こもつながうているものと推測される。

■R2年度の取組 (従来の取組の充実・改善、新だな取組、長終目線達成に向けての更

なる取組等)

)へSC・ I 及

要す

教職

し く
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基本的方向 4 子どもの学びを支える魅力ある学校づくりを推進します

施策の展開 (3) 教職員が子どもと向き合う時間の確保に向けた取組の推進

指標名 42 超過勤務が月ao時間を越える教職員の割合(小巨中学校)

関係事業名
―

統合型検務支援システム構築事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名 義務教育課

※ Rl目 標値に対する達成状況は達成率により区分 :【0】達成≧190%、 100,お >【△】概ね達成≧90%、 90%>【 X】未連成

基準値
(年度)

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標値に

対する達成状況
(B/A)

R5
最終目標値

7.30/6

(H29)
2.5% 3.9%

X
(640/0)

0%

年度末の目標値を00/oに設定し、年間に2.5%減少させるよう、超勤改善等
決定している。

55%、 プE の 目 %t 229 、H3
において

の 目

週1回の定時退校日の設定、週2回の部活動休養日の設定、家庭の日の設定
0教育委員会及び学校の取組   |
統合型校務支援システムの導入、スクール・サポ下トロスタッフの画己置、客観的な勤務時間把握
のための機器の導入、調査の精選や報告の簡素化、学校開庁日の設定(夏季体業中)、 管理職
員のPTA業務の軽減、繁忙期の日課の工夫、通知表等の見直し、各種作成資料の軽減

の

週1回の定時退校口の設定 :4ヽ学校100%、 中学校98.4%、 義務教育学校100%
週2回の部活動体養日の設定 :小学校96.50/6、 中学校100%、 義務教育学校1000/o_
家庭の日の設定ょ小学校96.7%、 中学校100%、 義務教育学校100%

貿誇真爾 1翁籍憲

=珠
駕 執たならモi、なぃもぁぁ議花i韮歳してよ落ふtシステムの基丈等t

市町教育委員会の予算を伴うものがあり、予算化できていないことが考えられる。また、教職員
■人一人の意識の改革も併せて必要である。

0

R2年度の取組(従来の取組の充実E改善i新たな取組、最終日標達成に向けての更
なる取組等)

のない業務、負担軽減が可能な業務等、学校、保護者、地域それぞれ
必ずしも教師が担う必要
が役割を認識し、分担日連

H協働することが必要であるため、広報誌等で周知する。

告の簡素化を図る。また、学校 | てヽは、学校以外が担うべき業務、
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課 (室 )名 生涯学習課

※ Rl目 標値に対する達成状況は達成率により区分:【 O】達成≧100%、  400'′6>【△】概ね達成≧90%、 90%>【 X】未達成

学校・家庭・地域が連携:協働し、総がかりで子育て等の課題に取り組む活力ある地域づくりを推進します
5基本的方向

学校 家庭 地域が連携 協働 どもを育む環境づくり 推進のてし 子1( )施策の展開

48

ふる本とを元気にする地域学校協働活動推進事業
関係事業名

基準値
(年度 )

Rl
目標値
(A)

Rl

実績値
(B)

Rl目標値に

対する達成状況
(B/A)

R5
最終 日標値

44.79る

(H2.9)
90% 55.5%

X

(61%)
100%

成果指標)

0平成26年度木の調査結果では「子どもへのメッセージ」を策定
樫聾弾稚喬晟取組を行つている学校区lよ21%の実績であつた。これを令和2年

いるI= てし目標値を設定
→ H30 1800/o―→R。/0-→ H2928→ HH27

てヽくヽことのて子

し関のO
え て しつ もど 成の を支長し、一体とな有地域が共家庭を学校像 )

こおし
ッセージに

ヽ がて 家庭 地域 関係機の 学校」 実施 IOR
「 を地の メ 」 目や 指す地域像子 ども

に差かつた
ことが要た

してのて」の
がの わ聞 方りや地域庭家り分でな啓発が十知周や地域へのらか 家庭学校がる

ヽ りえ れイヽェし と考因て して意識できし取組と体となつ地域が一ど 家庭、やなある 学校

■R2年度の取組(従来の取組の充実・改善、新たな取組、最終日標達成に向けての更

なる取組等)

に
だ

へのメッセージ」の発信、活用
メッセージ(目 指す子ども像〕」

ムページ
こつじ

し用(メッセーて
び学校めつ 週 間での実践及を:い 見 」る 教育子 の長崎つしを促学校運た 営協働した

I るめさせ努「 どもり 層 子よてし活を等 用より
しの 用活「 のて もへ子 ど会等を通や市町での説明各研修会○

るす周活動の 矢日啓発を推進あるで 地域学校協働取 組となつた体地域が一庭学校 家て触れ

l―



基本的方向 6 生涯を通じて学び続けることができる環境づくりを推進します

施策の展開 (2) 社会教育の充実日活性化

指標名 55 社会教育関係者の資質向上を図る研修会受講者数

関係事業名 社会教育振興促進事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課 (室)名 生涯学習課

※ Rl目標値に対する達成状況は達成率により区分:【 0】達成≧100,る 、 100%>【 △】概ね達成≧90%t 90%>【 X】未達成

■Rl年度目標値が達成できなかつた要四分析

O台風接近に伴う県公民館大会の中止等により、 げる研修会等への参加者が天匪
減少し、活動指数は未達成となうた。         ・

※ 令和元年度県公民館大会佐世保大会の参加予定者数 1,374名

基準値
(年度)

!Rl

目標値
(A)

!Rl

実績値
(B)

Rl目標 lttLに

対する達成状況
(B/A)

R5
最終 目裸値

4,184人

(H29)
4,000人 以」L 3,107人

X

(77%)
4,000人以上を

維持

しつつ参加者数を一定維持することが、県内の関係者の資質向上につながり各地区における社

H28年度3,260人、
年、参加者の三二

H 72 81は 3, 人

降も 毎

を「4,000人

学習の振興 I 寄与 え生涯 るす と考 H30年 以度 年の降の毎 標値目 以上を4▼000人 R5年
の度 最終 標値目 を維以 上 持 した」と設定

H27 つ についてル

のテーマや手法を吟味

H29年度4,184人と推移
ズや社会の要望に応じ

■Rl年度の主な取組 .

社会教育関係者等を対象に全14講座21回の研修会を開催し、参加者の資質向上日意欲向上を
行つた。       i     !
【主な研修会】                          ‐  i
O社会教育担当者甲社会教育主事等研修会
0公民館職員等研修会      ´

O長崎県社会教育研究大会        ―

O社会に開かれた教育実践づくり
0住みたい、住み続けたい、訪れてみたい、もどってきたいふるさと研修会

識した講座を企画するとともに、研修会等の内容を工夫する。
0研修会への参加者を増やすために、様 な々機関や団体に向けて幅広く研修会の周知を行う。

上 図るた
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第二期長崎県教育振興基本計画 成:果指標未達成状況調査票

課 (室)名 文化振興課

※ Rl目 標値に対する達成状況は達成率によツ曙分 :【 o】達媒≧100%( 100%>【 △】概ね達成≧00%、 9o%>【 X】未達成

基本的方向 7 人生や地域に潤いと賑わいをもたらす文化,スポーツ活動を推進します

施策の展開 (2)-1 県民の文化芸術活動の推進 (鑑賞 B成果発表の提供)

指標名 57
祭りや演奏会など地域文化
たは参加した人の割合

能を活かしたイベンHこ出演ま

関係事業名
芸術祭費

よる妃域ブしまと若者が輝く 文化芸術 ランディング事業

基準値
(年度)

Rl
目標値

(A)

Rl
実績値
(B)

Rl目標値Lに
対する達成状況

(B/A)

R5
最終目標値

19.30/o

(H29)
19.0% 11.0%

(5

X
70/o )

20%以上を維持

にに

む したことがあ手伝しに彪募カロ
た

ベ ンンで 1こ

1ヒ1し て の
5の は 以人 割合」 基準年るⅢなどを含 )出(

ロ
H日 方能や伝統芸

県総合をの状況 長崎う I あつ向.6 1 り わず が 減少傾かな71 5 人 I )人 であ均平 で .9%(約年
つ1 わトし 人の 5 I が人 文 fヒイ1 イ やつ増ト 県民 地域の毎年 ポ ず度ま年最終計画
の20 そまでI) 成し%を達てし し る 2020年度 (総計の最終年庫ている状態にすることを目標と

後も維持することを目指す。

しの

た

にた近た

た

シグ事による地域 ランデ
こ著名

ベ ンダンI)ング

の民し同展
ヘ 「 取りの 感を醸 る成す め

ロ
口口作 貸 事業Jしや 展 親協 増 県をし 賛企業を

▲
ム 供提る機

つ が つの なカロ数 増出
ロ
H口組み

はで 五 の業 島市で 京藝術大学の東ブ イ化芸術文しO まと若者が輝
の 生 対象 しと た雲仙聘陣を招 し 県 外 中

古
同 を内全 的 講師なセ やナー 国よる音楽師

ので イ 卜等 し、若ナ ーセ ミ 佐 市世保 ス を開催吹奏楽で のツク 宇 島久マ ク下 チ

行に

ミュニテ

し イし の

なかつた目
人 減口 の 進 伴うや 少や高齢化と はて の味 1ヒ多様し 趣

えが考るえ 減少人材の られるィ活 支動を地域コ

める。
※R乏年度はコロナウイルス感染症拡大の影響を受け、県展、移動展及び、ブランァ

~ィ
ング事業の

一部が中止

と県展事業

の 努担握 I
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成状況調査票

課(室)名   スポーツ振興課

※ Rl目標値に対する達成状況は達成率により区分:EO】達成≧100%、  1000ノ 6>【△】概ね達成≧90%、 90%>【 X】未達成

基本的方向 7 人生や地域に潤いと賑わいをもたらす文←Bスポーツ活動を推進します

施策の展開 (3 ) 生涯スポーツの推進

指標名 59 週に1回以上スポーツをする県民の割合

関係事業名 地域ネポーツ活性化推進事業

基準値
(年度 )

Rl
目標値
(A)

Rl
実績値

(B)′

Rl目弔副吉Lに
対する達成状況

(B/A)

R5、

最終日標値

43,70/6

(H26)
65% 47.9%

X

(7■7%) 65%

9 3 24日 1 ― ッ以 の

―ツ基本計

―ツ実

で よ、スポ 画を参
め て努 とされ定め るものるよう

1 の人の遇成 回以 上 ネポ 施

数を 目値 て掲げて標とし る%

で I」― ツ

等、県民体操「がんばらんば体操」の普及1啓発を行つ
や資質向上を図るため、研修会等を実施した。 イ

OHPや Twitterを使つて、スポーツイベントやスポニツ施設等の情報発信を行うたと

の の

`こ行つた

た県庁見学者に対ずる
スポニヅ推進委員の

体験会
指導力

ヘ総合O ―ツクラ型地域スポ ブ の 回訪巡 問 助 クラブ の情報発信や研修会の実施、 活動よる

等を
O
O

■Rl年度目標値が達成できなからた要因分析

週に1国以上ス本一ツをしなかつた理由の1位力W仕事や雰事が忙しいから(51.フ %〕」で、20～ 50歳

代のスポーツ実施率が低いこととも一致している心また、「面倒
(く

さいから(21.4%)」 が理由の2位と

寒濯黎路航 と躇期緒どき讐睾祭課為詩理識鏃貼躍
てに忙しいこ|も原因1考えられる。

トI エ

ングイベン
った、がん

定卜の

ばらん
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